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要 旨 【はじめに】2022年 7 月に導入した手術部オカレンスレポートの結果分析および導入
前後における医療安全に関するインシデント・アクシデント報告数の変化について検

討した．【目的】2022年 7 月から国立病院機構相模原病院に導入した手術部オカレンスレポート
の結果を解析し，多職種の医療安全に対する意識改善がすすんだことを明らかにすることを目的
とした．【方法】オカレンスレポートは確認事項，手術，薬剤，輸液，輸血，麻酔，手術機材，
その他の 7 つの大項目とそれぞれの内容についての45の小項目を設定し，オカレンスの有無にか
かわらず全症例を手術室師長に報告を義務付けた．2022年 7 月から2023年 7 月までの13カ月間の
月ごとのレポート件数の総手術数に対する割合を検討した．また2021年 4 月から2023年 7 月まで
の月ごとの医療安全インシデント・アクシデント報告数の経時的な変化について検討した．【結
果】オカレンスレポートの総数は13カ月で319件であり，月平均の報告数は24.5件で総手術数に
対する割合は12.5％であった．インシデント・アクシデント報告数は，レポート導入前平均142
件に対して，導入後は平均244件と増加し，とくに診療部，看護部からの報告増加を認めた．オ
カレンスレポート件数の総手術数に対する13カ月の平均は約12％であった．手術部オカレンスレ
ポート導入後に，全体の報告数が増加傾向となった．もともと看護部からの報告数の割合は以前
から最多であったが，看護部全体の報告数も増え，診療部からの報告数増加を認めた．【考察】
手術部オカレンスレポートの確立により，院内全体のインシデント報告総数，および間違いは認
められたが患者に実施されなかったレベル 0 の報告数が増加した．医療安全に関する多職種間の
コミュニケーションの改善を認めた．内視鏡部門，IVR （Interventional Radiology：画像下治療） 
部門，心臓カテーテル検査部門がオカレンスレポートシステムを構築する結果につながった．

【結語】手術部オカレンスレポート導入は，院内医療従事者の医療安全に対する意識改善におい
て，重要な役割を果たした可能性があると考えられた．
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